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ご あ い さ つ
ーー OTになって45年 ーー

　
     　　　　　　　　　　岐阜保健大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　澤　　　俊　二　
　　　　　　　　　　　　　　　
　この４月に岐阜保健大学に赴任しました澤　俊二と申します。以後、お見知りおきくだ
さい。この大学は、岐阜県で初めてのＯＴ養成の４年制大学です。後輩を協業で大きく育
てて頂きたいと願っております。成果が表れるのが10年後。楽しみにしていてください。
　さて、少し自己紹介をさせていただきます。私は、島根県松江市生まれで70歳になりま
す。養成校が全国に３校しかなかった時代で、東京都立府中リハビリテーション専門学校
を卒業し、ＯＴの資格をとってから45年になります。ＯＴ草創期の少し後を担ったグルー
プとなります。静岡の伊豆に創られました慶応義塾大学月が瀬リハビリテーションセン
ターに19年間在籍しました。クライエントの行く末を案じ、感覚再教育などエビデンスを
作りつつ、家屋改造等で奮闘をしました。また、日本で３番目の県士会を作り初代の士会
長を務めました。わずか、27人での船出でした。その後、実習地で指導を受けた鷲田孝保
先生から誘われ、茨城県立医療大学に教員として移り９年。次に、月が瀬時代、苦楽をと
もにしました才藤栄一先生（現藤田医科大学）に誘われ、藤田保健衛生大学でリハビリ
テーション学科の立ち上げに関わって11年。さらに、定年を受けて石川県の金城大学作業
療法学科に赴任し６年、気が付きましたら26年も養成教育に関わってきたことになりま
す。その間、回復期リハ病棟、療養型病床、訪問リハ、老健・デイケア、特養等に関わり
臨床経験を積ませて頂きました。
　研究では、恩師であります大田仁史先生（現茨城県健康プラザ）と茨城の学生たちと、
老人保健法に基づく機能訓練事業の全国調査を３回やりました。また、慢性脳卒中者の心
身機能追跡調査研究を、茨城県をフィールドに21年間、ご自宅を毎年1回訪問して行って
います。後4年間行う予定です。
　そして、社会活動では、大田先生が1999年に最初に声を上げられました「終末期リハビ
リテーション」、1993年、全国介護・終末期リハビリテーション研究会を作り、普及・研
究活動を続けています。ＯＴ協会では、養成教育委員会の委員長を10年させていただき、
20年ぶりの改正である新指定規則改正（2018年）に関わりました。指導者講習会の案も作
りました。今は監事をしております。
　さて、高校生に理学療法に比べ作業療法人気は、いまいちですね。ＰTに比べ受験者数
が半分以下ですね。45年前と同じです。社会貢献ができる良い医療職ですのに。作業療法
の社会的認知を拡大させるしかありません。岐阜県士会も多大な努力をされています。
ＯＴが総立ちして、小学生低学年から、地道に作業療法という仕事の魅力を一層伝えてい
かなければなりません。宜しくお願い申し上げます。
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岐阜県作業療法士会　活動報告
2021年 8月～ 2021年 10月

日付／内容（場所）
＊備考（研修会のテーマ・参加者数など）

【記載内容】

10月２日／岐阜県作業療法士会　理事会
(web) 

９月４日／第２回47都道府県委員会（web）

事業部
８月21日／キッズタウン岐阜
８月22日／キッズタウン岐阜

全部局 学術局

教育局会長

社会局

広報部（会員向け）
８月１日／広報誌「ごったに」　102号　発行

機関誌編集部
８月１日／機関誌　岐阜作業療法　２1巻発行

生涯教育部
10月30日／臨床実習指導者講習会
10月31日／臨床実習指導者講習会
（岐阜保健大学）
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お仕事体験イベント
　　　「キッズタウン岐阜」の振り返り

　岐阜新聞社主催のお仕事体験イベント「キッズ
タウンぎふ」が８月 21 日（土）と 22 日（日）の
２日間にわたって岐阜市のぎふ清流アリーナで開
催され、昨年に引き続き、当士会も出展しました。
感染対策として、お仕事体験は両日とも年齢別
の２部構成（年長～小学３年生は午前、小学４
年生～６年生は午後）で行われました。
　昨年は、認知症の患者様になりきったセラピ

ストに対して接し方の体験をしましたが、
内容が難しかったこともあり、体験される
お子様が少ないことが反省点でした。
　その反省を生かし、「どのようなデザイン
で作るのか ? 」「配色はどうするか？」「タイ
ルの大きさはどうするのか？」「作った後、誰
に使ってもらうのか？」など、セラピストが子
どもたちに積極的に問いかけながらコースター

づくり（ガラスタイルを使用）を体験していただきました。問いかけにより作品の出来栄
えがよくなり、子どもたちからは笑顔がこぼれていました。
　その効果があってか、両日合わせて 92 名もの参加がありました。
　保護者に対しても、実際にお子さんが体験する場面を見ていただきながら、作業療法に
ついてパンフレットを使って説明をすることができ、
作業療法の啓蒙になったと感じています。
　一方で、運営スタッフが集まりにくく、大変苦
労しました。一旦は快諾いただけたものの、職場
からストップがかかったケースもありました。そ
んな中で運営に協力いただいた方には、この場
を借りてお礼申し上げます。
　最後になりますが、岐阜県作業療法士会で
は、今回のキッズタウンぎふの出展のみなら
ず、大垣市、岐阜市、各務原市の市民の
健康祭り等で作業療法の啓発活動をして
おります。
　こうした活動には多くのスタッフのお
力添えが必要です。「作業療法」につい
て一緒に発信していきませんか？
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放課後等デイサービス
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私の職場の強み 第21回

社会と繋がるリハビリテーションを目指し地域に根差した支援活動
を行っています。手厚いサービスを実現するために、多職種で介入
することを前提とした支援プログラムを策定しています。

　療育SPOTは、合同会社はびりSPOTが令和 3年 4月に開設した新米施設です。

ST・PT・OT が常駐しており、一症例に対して複数職種で同時介入することもあ

ります。一人一人の発達特性に応じた環境設定で楽しく発達を促進する活動や環

境適応できる手段を指導しています。

　業務時間内に勉強会や事例検討の時間を設け、自己研鑽に取り組みやすい環境

作りをしています。

就園前～就学前の発達や社会適応に課

題を抱えるお子さんを対象とし、親子

通所による個別の相談支援や一人に対

して複数職による介入を行っています。

就学以降～ 18 歳未満の発達や社会適応

に課題を抱えるお子様を対象とし、親子

通所による個別の相談支援や1対 1で関

わる専門的な支援を行います。

児童発達支援
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第23回

突撃となりの作業療法士
関中央病院　
立川　真也　さんからのご紹介

　私は精神科病棟、就労継続支援B型での
勤務を経て、今年度より生活訓練施設さ
くらにて働いています。
　生活訓練とは障害を持ちながら地域で
生活をする方が利用できる障害福祉サー
ビスの１つです。退院後の地域生活への
不安がある方、親亡き後の独居生活に向
けて生活技能を高めたい方などが利用さ
れ、原則２年までの共同生活を通して生活技能の習得を図ります。
　私はNs・PSWと共に個別支援、集団プログラムの運営を行なっています。感覚異常や
こだわりから上衣と下衣をまとめて洗濯できない、お金を使っている感覚が希薄なクレ
ジットカードの支払いやスマホの課金を止められない、など障害特性からくる生活上の
困難さは様々であり支援の難しさもありますが、生活行為を専門的にみることができる
OTの力を活かせる場面は多いと感じています。地域との連携を大切に、本人の望む生活
を送り続けることができるよう共に取り組んでいきたいです。

　　　生活訓練施設さくら
藤　澤　鮎　美

生活を支えるとは

略歴：
　平成 25年　平成医療専門学校
　　　　　　　　　　　　作業療法学科　卒業
　平成 25年　のぞみの丘ホスピタル　入職
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文責：会長　柴　　貴 志（岐阜県立多治見病院）

　設立後２年半、事業実績を積みながら会費収入を増やしていく路線で取り組んでい
ます。現在頂いている会費は、各士会の会員より 100 円です。これは、一般社団法人
として運営する運営費でほぼ消費され、事業費に充当する経費はないのが実情でした。
それでもこれまでのストックでなんとかと思っていたのですが、今年度から当協議会
が主体となって事業契約をした各種補助金事業などの経費が一気に膨らんで、後払い
的に経理を処理するわけにもいかない規模になりました。
　そのために、今年度臨時会費として、各士会より会員数 ×1,000 円をいただくこと
になりました。お陰様で今年度以降の同事業の経費見通しがつきました。誠に感謝を
する次第です。ただ、さらなる事業拡大となりますと、そこの余裕はない状況で、次
年度以降の定期会費を漸次値上げさせていただくことになります。この点もお伝えし
ておきたく思います。何卒よろしくお願いします。

一社）岐阜県リハビリテーション協議会だより（第10回）





機関誌編集部機関誌編集部機関誌編集部

機関誌「岐阜作業療法」論文投稿のお願い

　日頃より機関誌編集部の活動にご協力頂き
まして、厚く御礼申し上げます。
　この度、機関誌「岐阜作業療法」発刊に向
けて準備を進めておりますが、現在、論文の
投稿が少ない状況です。
　岐阜県作業療法学会だけでなく、日本作業
療法学会等、他学会で発表された方も、論文
として岐阜作業療法に投稿してみてはいかが
でしょうか？
　「論文を書くのは難しそうだ」と思ってい
る方も多いと思います。査読等の手続きを通
して、掲載までサポートしますのでご検討頂
けると幸いです。よろしくお願い致します。

　　　　　機関誌編集部　宇佐美　知子
　　E-mail : usami-dort@toyota.ac.jp
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2021 年 10月
岐阜県全会員数 628名（休会者を含む）
県士会所属施設 169施設

印刷（有）いすくら
〒501-2514 岐阜市三輪宮前 164-1

TEL.058-229-6091 FAX.058-229-6093
isukra@muse.ocn.ne.jp

岐阜県作業療法士会ニュース
「ごったに」編集

　岐阜県作業療法士会（広報部・会員向け）

山 田 病 院
　〒501-0104　岐阜市寺田7丁目110番地
　　　　　　　　TEL. 058-254-1411
　　　　　　　　FAX. 058-254-1413
山内ホスピタル
　〒500-8381　岐阜市市橋３丁目７番22号
　　　　　　　　TEL. 058-276-2131
　　　　　　　　FAX. 058-276-1501

広報部（会員向け）広報部（会員向け）
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